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新任医師のご紹介

　本年４月から脳神経筋センター よしみず病院に勤務させ
て頂くことになりました脳神経内科の髙橋志織と申します。
　平成18年に山口大学医学部を卒業し、山口大学病院、済生
会下関総合病院で研修医時代を過ごし、患者さんの訴えを的
確に把握し、神経学的所見をとり診断をつけ、長く寄り添っ
て治療を行う点に魅力を感じ、山口大学病院 脳神経内科に入
局しました。関連病院での勤務や、多発性硬化症とVitamin D
の関連について血液脳関門の基礎研究を行い、直近の１年間
は脳神経内科 助教として医学部学生の病棟実習の指導や、後
期研修医の指導・病棟業務などに携わっていました。山口大
学病院では急性期治療や神経難病の診断をつけて、方向性を
決定する段階まで関われることが可能ですが、患者さんのそ
の後の長い闘病生活での継続的な支援やリハビリを担当する
ことが難しく、課題に感じていました。
　４月に赴任させていただいてから、よしみず病院の医療ス

タッフの方々、リハビリテーション
部、薬剤部、連携室の皆様がとても協
力的で、また脳梗塞や脳出血などの急
性期脳血管障害から、パーキンソン病
やALSなどの神経難病の患者さんに対して幅広く、一人ひと
りに適切なリハビリテーションや在宅でのフォローを提案さ
れており、本当に素晴らしいなと感じました。症状が進行し
てく神経難病の患者さんとご家族にとっては、皆様がとても
心強い存在だと思います。今後は、神経免疫疾患なども含め、
山口県や近隣県から多くの患者さんを受け入れていくことが
増えると思いますが、患者さんとご家族が安心して治療やリ
ハビリテーションを受け、神経難病の患者さんを最後までサ
ポートできるように、皆さんと一緒に作り上げていきたいと
思いますので、どうぞご指導・ご鞭撻のほどよろしくお願い
申し上げます。
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　はじめまして、よろしくお願いいたします。
　2021年12月１日付けで、入職いたしました川井元晴と申
します。1990年山口大学を卒業後、山口大学臨床神経学講座
並びに神経・筋難病治療学講座に所属し、神経難病や神経免
疫性疾患をはじめとした脳神経筋疾患の診療研究教育に従事
してきました。脳神経筋疾患の新しい診療拠点である脳神経
筋センターよしみず病院で、急性期から慢性期，看取りに至
るまでの診療を諸先生やコメディカルの皆さん、さらには地

域の皆さんと一緒に進めていきたい
と考えています。脳神経筋疾患には
治療法がないというイメージが強い
と想いますが、難病といわれた疾患
にも治療法や対処法が見いだされているのは近年の大きな変
化です。私自身は昭和病院時代から非常勤医師としてお世話
になっていましたが、新しい体制で頑張っていきたいと思い
ますのでどうかよろしくお願いいたします。

膠原病・リウマチ内科　好
よ し

川
か わ

 真
ま

以
い

子
こ

�

　この度、４月１日よりよしみず病院に着任いたしました、
好川真以子です。
　2007年３月に産業医科大学を卒業し、産業医科大学第一
内科に入局いたしました。大学病院での初期臨床研修中に
は、地域医療研修のため昭和病院で２ヶ月間お世話になりま
した。臨床研修後は、専門修練医として大学病院や関連病院
で膠原病・リウマチ内科の臨床診療に従事し、忙しくも充実
した毎日を過ごしました。その後、大学院生としての研究生
活、企業での産業医を経て、現在に至ります。

　初期臨床研修中にお世話になった
時から14年ぶりに茜会でお世話に
なることとなり、気持ちを新たに精
進して参ります所存です。
　フットワークを軽く、誠意をもって、丁寧に診療に携わり、
内科医としてよりよい医療が患者様に提供できるよう努めて
いきたく存じます。
　微力ながら、貢献できればと思いますので、よろしくお願
いいたします。

よしみず病院
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　昭和44年山口大学医学部を卒業し、
小倉記念病院・山口大学付属病院・済
生会下関総合病院に勤務後、昭和60年
12月～令和３年４月まで彦島で山口
整形外科を開業していました。後輩に譲り昨年12月まで山口整
形外科に勤務し、それ以後は医療から離れ自由奔放な生活をし
ていましたが、縁あって５月10日よりよしみず病院にお世話に
なり、火・水曜日９：00～ 17：00の間、整形外科外来を担当し
ています。80近い高齢になってから大きな組織の中で働くこと
には不安もありましたが、当病院は高齢者が多いので加齢的フ
レイルによる転倒➡歩行障害➡寝たきりにつながる整形外科特
有の腰痛や関節疾患・骨粗鬆症などの患者さんを通じて地域医
療に貢献できればと思っております。幸い、外来看護師や医療
事務員の親切なご指導・ご協力により苦手で不得意な電子カル
テにも少しずつ慣れ、PT・OT、レントゲン技師、薬剤師の皆さ
んのご協力のお陰で当初の不安も解消されつつありますが、患
者さんが少ないのでご紹介のほどよろしくお願いいたします。

　循環器内科の内田と申し
ます。出身は北九州市です。
山口大学医学部を卒業した
後、同大学第二内科に入局し
て、循環器内科医として歩んでまいりました。東は周
南市、北は萩市での勤務を経て、一昨年より済生会下
関総合病院で働いておりましたが、縁あって本年４
月よりよしみず病院で勤務させていただいておりま
す。主に循環器疾患の患者さんへの薬物治療やリハビ
リテーションなど取り組んでいければと思っており
ます。当院にマッチした診療の進め方を身に付けてい
く中で、ご迷惑をおかけすることもあるかと思います
が、ご指導のほど宜しくお願いいたします。優しくお
願いいたします。
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　2022年４月から北九州市立門司病院に入職いたしました、
内科の廣重 将と申します。出身は福岡県久留米市ですが、祖
母が行橋に住んでおり伯父が門司で働いていたため、北九州
とは昔からご縁を感じます。現在は下関から関門トンネルを
通って通勤しています。これまでは外科や内科、精神科につい
て学びつつ、訪問診療や常勤産業医を経験して参りました。
　入職して２ヶ月になり、ここでの業務にもだいぶ慣れてき
ました。まだまだ駆け出しの身であり至らない点もございま
すが、スタッフの皆さんに支えて頂きながら楽しく充実した
日々を送っております。これからも患者さんやご家族、スタッ
フの皆さんとの繋がりを大事にし、心のこもった医療を提供
できるよう精一杯努めたいと思います。今後ともどうぞよろ
しくお願いいたします。
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　昭和病院から脳神経筋セン
ターよしみず病院へビッグな
リニューアルをされ、昨年12
月オープン心からお祝い申し
上げます。よしみず病院は下関市の中心に位置し、ア
クセスの点で申し分ない場所で、市民特に高齢者は大
変助かることと思います。
　実は、𠮷水卓見会長からお声がかかり本年一月より
この立派な病院に非常勤でお世話になることになりま
した。専門は耳鼻咽喉科で主に対象は入院患者さんで
す。高齢者が多いだけに難聴・嚥下障害・めまい等が多
く、診断治療に苦慮することもありますが、幸い山口大
学耳鼻科教室から週１回ドクターが応援に来られます
ので、御意見を聞きながら解決しております。
　ハードの面ではすべて最新式で利便性良く設計さ
れ、また天井は高く廊下は広くトイレはきれいで清潔
で最高に快適で、私のほうが元気をもらっている次第
です。耳鼻科領域においても日進月歩で日々勉強しな
がら微力ではありますが責務を果たしたいと思ってお
りますのでよろしくお願いいたします。

門司病院
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脳神経内科の病気かもしれない症状
● 頭痛がする　片頭痛といわれた
● もの忘れがひどくなった
● 手足が動かしにくい　筋力が弱くなった
● 手足の感覚が分かりにくい
● 手や足がふるえる
● 歩きにくい　ふらつく　よく転倒する
● 呂律がまわらない　喋りにくい
● 急に視力が落ちた
● 意識を失った　手足がけいれんした

雑誌名：理学療法福岡　第35号2022

表　題：�「リハビリテーション従事者における離職意思

の規定要因に関する調査」

筆頭著者：宇野健太郎　共著者：田中恩

概要

【目的】�リハビリテーション（以下、リハ）従事者における離

職に対して修正可能な規定要因があるかを検証する

ことである。

【方法】�当会リハ部スタッフ171名を対象とし、質問紙法に

よる無記名式アンケートを実施した。調査項目は13

項目からなり、各項目に対して５段階のいずれかを

回答させた。離職意思を問う項目は３段階とした。

統計解析は、離職意思の有無の２群に分け、その他

の調査項目の比較をした。多重ロジスティック回帰

分析を使用して、規定要因があるかを検討した。

【結果】�回帰分析の結果、「個人への称賛」、「適性に合った仕

事」、「仕事を通じての成長」が抽出された。

【結論】�離職意思に対して、給料、性別、年齢など以外の修正

可能な規定要因がある事が示唆された。

よしみず病院リハビリテーション部理学療法士の
宇野健太郎の論文がジャーナルに掲載されました。

脳神経内科をよろしくお願いします！

ColumnColumn
　脳神経内科とは、どんな症
状や病気をみるところなの
か、ピンと来ない方もおられ
ると思いますが、年を取ると
気になる症状だけでなく、誰
もが一度は経験したことがあ
るような症状が含まれます。
よしみず病院には、脳や末梢
神経、筋肉の状態を詳しく検査できる機器と、それを
十分使いこなせる専門医が常勤で３名、非常勤で３名、
合計６名もいます。気になる症状があれば是非受診を
お勧めします。
� 川井 元晴

ジャーナル掲載ジャーナル掲載！！
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